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松
山
博
士
に
つ
い
て
の
憶
出

堪
へ
な
い
も
の
計
り
で
あ
り
ま
す
。

桑

原

随

蔵

た
'
y
j

云
ふ
こ
こ
は
非
常
に
力
を
落
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
0

松
山
君
は
な
ん
で
も
一
時
は
餘
程
祠
に
凝
つ
て
居
つ
た

で
す
。
そ
れ
は
廣
島
に
居
ら
れ
る
時
に
、
宋
學
を
や
る
の
は
宋
伍
が
大
概
祁
を
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
又
祁
か
ら
出
て
六

痙
孔
孟
の
道
を
や
っ
た
の
だ
か
ら
し
て
、
宋
佐
の
學
問
を
や
る
に
は
輝
を
や
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
ん
、
マ
J

云
ふ
こ
こ
を
能

く
言
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
°
廣
島
に
居
っ
た
時
に
國
泰
寺
の
和
尚
に
就
て
祁
を
や
っ
た
ら
し
い
0

け
れ
ざ
も
あ
>
―
云
ふ

や
う
な
人
で
す
か
ら
何
慮
迄
や
っ
た
さ
云
ふ
こ
ご
も
言
は
な
か
っ
た
し
、
叉
問
き
も
し
な
か
っ
た
で
す
が
、
其
修
養
も

亦
た
學
問
性
格
の
上
に
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
有
つ
て
居
た
ご
思
ひ
ま
す
、
同
君
の
遺
事
を
想
ひ
ま
す
さ
誠
に
戚
愴
に

松
山
博
士
に
つ
い
て
の
憶
出

（

藤

塚

誠

二

筆

記

）

松
山
君
は
私
よ
り
一
年
許
り
後
進
で
は
あ
っ
た
が
、
高
等
中
學
も
同
じ
く
第
三
で
、
大
學
も
同
じ
く
漢
學
科
マ
J

い
ふ

の
で
、
早
く
か
ら
畑
り
合
ひ
で
あ
っ
た
。
マ
ア
ー
ニ
十
餘
年
末
の
細
り
合
ひ
で
あ
る
が
、
松
山
君
こ
い
ふ
マ
J

、
何
時
も
上
下

渚
け
た
様
な
懺
然
正
座
せ
る
松
山
君
の
面
影
し
か
思
ひ
出
せ
な
い
0

そ
れ
程
松
山
君
は
一
生
を
通
じ
て
、
終
始
行
儀
な

六



松
山
博
士
に
つ
い
て
の
憶
出

禁
二
君
な
ぐ
」
は
大
掴
格
で
、

た
、
常
時
屈
君
は
東
京
高
等
師
範
の
附
屈
中
學
の
数
員
や
陸
軍
敢
授
な
ざ
を
勘
め
て
居
ら
れ
た
0

住
居
は
御
老
母
の
外

に
、
弟
（
こ
の
方
は
間
も
な
く
早
枇
さ
れ
た
）
や
妹
の
方
を
併
せ
て
、
す
べ
て
五
人
暮
し
で
あ
っ
た
か
'
y
J

思
ふ
°
御
老
母

は
上
ぃ
皿
で
翫
に
屈
依
正
し
く
、
之
に
封
す
る
松
山
君
の
態
度
も
鄭
重
至
極
で
、
元
来
素
町
人
育
で
輯
に
爛
は
ざ
る
私
は

松
山
君
の
住
届
で
は
イ
ツ
モ
多
少
窮
屈
を
戚
じ
た
程
で
あ
っ
た
。

朋
治
鉗
年
訓
後
の
謬
岱
學
科
の
學
生
や
出
拷
者
は
、
何
れ
も
酒
豪
揃
で
あ
っ
た
0

没
川
雄
太
郎
君
、
白
河
飼
洋
君
、
上
田

餃
卑
科
の
安
曾
は
、
他
の
學
科
の
宴
曾
に
比
し
て
、
二
倍
の
酒
を
用
意
す
る
の
が
例
で
あ
っ
た
0

所
が
松
山
君
も
私
も

ご
潤
も
飲
め
ぬ
生
下
戸
で
．
ィ
ッ
モ
同
様
に
附
口
し
た
。
併
し
私
は
酔
彿
ひ
9
J

同
様
に
、
行
依
が
悪
い
か
ら
目
立
た
ぬ

が
、
松
山
君
は
杯
盤
狼
箱
の
間
に
、
例
の
景
然
止
座
マ
J

い
ふ
態
度
で
、
頗
る
四
周
の
雰
氣
に
相
應
し
な
い
。

T
度
海
上

播
造
の
問
に
、
治
祖
同
様
に
、
節
然
9
J

し
て
笏
を
正
し
た
こ
い
ふ
陸
秀
夫
の
観
が
あ
っ
た
。

松
山
君
は
非
常
に
綿
密
な
性
質
で
盲
日
記
な
ざ
も
洸
文
で
克
明
に
糠
績
さ
れ
た
様
で
あ
る
。
同
君
が
ま
だ
東
京
に
住

の
下
宿
に
末
訪
し
て
、

七

其
面
目
の
人
で
あ
っ
た
。

三
十
餘
年
の
間
に
一
来
日
頻
繁
に
往
来
し
セ
の
は
、
同
君
が
明
治
一
二
十
年
に
大
學
を
卒
業
さ
れ
た
頃
か
ら
、
明
治
妍
六
年

か
舟
七
年
か
に
⇔
廣
品
高
等
師
範
に
赴
任
さ
れ
る
頃
ま
で
の
約
六
年
間
で
あ
っ
た
マ
J

思
ふ
0

こ
の
時
分
同
君
は
よ
く
私

一
身
又
は
一
家
の
相
談
を
揖
け
ら
れ
た
0

私
も
時
に
は
江
戸
川
畔
の
松
山
君
の
住
居
へ
出
掛
け

一
升
は
半
氣
、
之
に
績
い
て
藤
田
剣
峯
君
や
山
内
晉
卿
君
は
悶
脇
格
で
あ
っ
た
。
従
っ
て



居
さ
れ
た
頃
＂
東
京
現
住
の
某
君
マ

J

協
同
で
、
或
る
種
の
編
纂
に
従
事
さ
れ
た
こ
マ
J

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
約
十
年
を
経

た
頃
、
某
君
は
常
時
の
編
纂
物
の
原
稿
の
所
在
が
判
明
せ
ぬ
の
に
嘗
惑
し
て
｀
私
に
多
分
そ
の
原
稿
は
松
山
君
の
手
許

に
保
管
さ
れ
て
居
る
か
マ
J

想
ふ
が
、
直
接
に
聞
き
合
す
の
も
氣
の
毒
故
、
問
接
に
私
か
ら
一
應
ア
タ
ッ
テ
く
れ
ご
の
依

頼
が
末
た
0

私
は
そ
れ
マ
」
な
く
松
山
君
に
聞
き
合
す
さ
、
そ
の
原
稿
は
夙
に
東
京
の
某
君
の
手
許
に
郵
送
し
て
あ
る
筈

マJ
思
ふ
が
、
委
繍
の
こ
さ
は
後
程
と
て
、
三
四
H
を
経
る
と
、
例
の
漠
文
の
日
記
の
中
か
ら
、
該
事
件
に
闊
係
あ
る
事

項
を
抜
卒
し
て
私
方
ま
で
郵
寄
さ
れ
た
°
原
稿
の
第
一
巻
は
何
年
何
月
何
日
、
第
二
巻
は
何
年
何
月
何
H
と、

君
の
手
許
へ
俊
送
し
た
時
H
を
、
明
確
に
開
列
し
て
あ
る
0

私
は
更
に
そ
れ
を
東
京
の
某
君
へ
轄
寄
し
て
、
君
自
身
の

手
許
を
精
査
せ
よ
'
t
J

申
添
へ
て
や
っ
た
°
果
し
て
松
山
君
の
申
越
し
の
通
り
、
そ
の
原
稿
は
某
君
自
身
の
手
許
で
登
見

或
る
年
の
夏
七
月
に
、
松
山
君
が
新
調
の
白
麻
の
夏
服
を
つ
け
て
、
私
の
下
宿
へ
末
訪
さ
れ
た
。
そ
の
時
分
か
ら
肥
涌

の
同
君
は
、
生
愉
の
炎
天
を
徒
歩
し
て
末
た
こ
マ
J

>

て
、
流
汗
淋
洞
'tJ

な
り
、
馳
走
の
氷
水
な
ざ
を
飲
み
、

そ
ス
ポ
ン

b
を
紙
て
、
蹄
り
仕
度
に
立
上
る
さ
、
敷
い
て
居
つ
た
夏
敷
物
が
洋
袴
に
喰
渚
い
て
居
る
。
ャ
ッ
ト
離
す
こ
白
い
洋
袴

の
尻
一
面
に
紅
色
の
痕
形
が
ク
ッ
キ
リ
着
い
て
居
る
0

こ
れ
は
私
が
そ
の
雨
参
H
前
に
、
勘
工
場
で
買
取
っ
た
安
物
の

夏
敷
物
ー
ー
紙
か
布
か
に
着
色
し
て
皮
に
模
擬
し
た
ー
が
松
山
君
の
慨
宣
こ
流
汗
こ
で
剥
げ
て
、
洋
袴
に
着
い
た
の

で
あ
る
0

意
外
の
失
策
に
私
は
非
常
に
氣
の
毒
な
思
を
し
た
こ
さ
が
あ
る
。
毎
年
夏
敷
物
を
出
す
頃
に
な
る
マ
J

。
こ
の

さ
れ
て
、
某
君
は
大
に
面
目
を
潰
し
た
こ
ご
が
あ
る
。

松
山
博
士
に
づ
い
て
の
憶
出

八

一
時
間
許

一
々
某



失
策
セ
思
ひ
出
し
、
家
内
に
も
再
ー
ニ
そ
の
談
を
し
た
が
、
今
松
山
君
に
つ
い
て
の
憶
出
を
綴
る
マ
」
、
時
節
も

T
度
夏
の

こ
と

A

て、

松

山

博

士

を

追

懐

す

大、
（
八
月
二
十
日
）

松
山
博
士
が
東
京
帝
諷
大
學
文
科
大
學
の
漠
學
科
を
卒
業
さ
れ
た
の
は
明
治
＿
二
十
年
七
月
で
あ
っ
た
、
私
は
其
の
翌

三
十
一
年
の
七
月
に
卒
業
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
學
に
在
つ
て
は
唯
二
筒
年
間
共
に
學
ん
だ
の
み
で
あ
っ
て
、
同
数

室
に
於
て
先
師
島
田
箪
村
先
生
の
講
義
を
認
い
た
こ
ご
も
大
分
あ
っ
た
が
、
大
學
以
前
に
も
京
都
の
第
三
高
等
中
學
校

在
學
中
に
も
同
學
校
に
は
居
っ
た
け
れ
ざ
も
、
餘
．
i

親
し
く
は
知
．
り
ま
せ
ん
で
し
た
0

博
士
の
漠
學
科
の
同
年
生
は
赤

沼
金
殿
、
白
川
鯉
洋
、
多
城
萬
助
、
上
田
最
二
等
の
諸
君
で
あ
っ
て
人
数
は
少
な
か
っ
た
0

私
の
入
學
し
た
年
に
は
偶

然
に
も
十
三
名
ご
云
ふ
多
数
の
漠
學
専
攻
者
が
あ

b
ま
し
て
島
田
先
生
も
初
封
面
の
時
に
今
年
は
大
褒
多
い
こ
日
は
れ

た
程
で
あ
っ
た
、
此
時
は
遼
東
宇
島
を
取
っ
た
頃
で
漠
學
氣
分
が
浪
つ
た
勢
で
あ
ら
う
こ
云
ふ
者
も
あ
っ
セ
、
赤
沼
金

蔵
中
尉
は
話
を
す
れ
ば
必
ら
す
遼
東
宇
島
占
領
の
功
名
談
が
出
る
の
で
赤
沼
君
を
綽
名
し
て
遼
東
半
島
ご
謂
つ
て
白
川

松
山
博
士
な
逍
懐
す

一
番
に
こ
の
出
末
事
が
胸
に
浮
ん
で
末
る
。

高

瀬

武

次

耶




